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は
じ
め
に

　
『
簠
簋
抄
』
は
、
安
倍
晴
明
仮
託
の
陰
陽
道
・
暦
数
書
『
三
国
相
伝
陰

陽
輨輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集（

（
（

』（
以
下
『
簠
簋
内
伝
』）
の
注
釈
書
で
あ

る
。
成
立
時
期
・
編
者
共
に
未
詳
だ
が
、
内
容
か
ら
中
世
末
期
の
成
立
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
れ
ま
で
、『
簠
簋
抄
』
は
、
主
に
安
倍
晴
明
の
伝
説
を
記
し
た
書
と

し
て
知
ら
れ
て
き
た
。冒
頭
の「
三
国
相
伝
簠
簋
金
烏
玉
兎
集
之
由
来
」（
以

下
〈
由
来
〉）
と
題
さ
れ
た
記
事
に
は
、「
金
烏
玉
兎
集
」
即
ち
こ
の
『
簠

簋
内
伝
』
の
伝
授
を
中
心
と
し
た
安
倍
晴
明
の
一
代
記
が
描
か
れ
て
お
り
、

説
経
節
・
古
浄
瑠
璃
『
し
の
だ
づ
ま
』
や
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
『
芦
屋
道

満
大
内
鑑
』
の
源
流
に
あ
た
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
文
学
研
究
の
場
で

『
簠
簋
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
時
は
、〈
由
来
〉
に
関
す
る
話
題
が
主

で
、「
近
世
以
降
の
安
倍
晴
明
伝
説
の
源
流
を
記
し
た
書
」
と
い
う
の
が
、

現
在
の
『
簠
簋
抄
』
の
位
置
づ
け
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、〈
由
来
〉
は
『
簠
簋
抄
』
と
い
う
書
物
の
、
あ
く
ま
で
も
一

部
分
で
あ
り
、
大
部
分
を
占
め
る
『
簠
簋
内
伝
』
の
語
注
が
、『
簠
簋
抄
』

の
〈
本
篇
〉
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、〈
本
篇
〉
に
も
多
く
の
説
話
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
数
え
方
に
も
よ
る
が
、
五
十
程
度
の
説
話
的
記
事
が
含
ま

れ
て
お
り
、〈
本
篇
〉
だ
け
で
も
一
種
の
説
話
集
と
呼
べ
る
程
で
あ
る
。

　

説
話
研
究
の
観
点
か
ら
『
簠
簋
抄
』
を
考
え
る
時
、
こ
の
〈
本
篇
〉
の

検
討
は
必
要
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
〈
本
篇
〉
に
関
し
て
は
、
渡
辺
守
邦

に
よ
る
基
礎
的
な
研
究（

（
（

や
、
個
別
の
説
話
を
扱
っ
た
研
究
が
い
く
つ
か
あ

る（
（
（

も
の
の
、
翻
刻
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。〈
由
来
〉

に
関
し
て
は
真
下
美
弥
子
・
山
下
克
明
に
よ
る
書
き
下
し
及
び
注（

（
（

が
あ
る

も
の
の
、〈
本
篇
〉
に
関
し
て
は
そ
う
し
た
も
の
も
無
い
。

　

本
稿
で
は
、『
簠
簋
抄
』〈
本
篇
〉
に
含
ま
れ
る
説
話
的
記
事
を
概
観
し
、

い
く
つ
か
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、『
簠
簋
抄
』
の
説
話
集
と
し

て
の
特
徴
を
考
え
る
。

『
簠
簋
抄
』
の
説
話
世
界

中　

野　

瑛　

介
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一
、『
簠
簋
抄
』
と
そ
の
説
話

　

ま
ず
本
稿
で
扱
う
資
料
の
書
誌
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

　

今
回
用
い
る
の
は
寛
永
六
年
刊
菊
屋
勝
太
夫
版（

（
（

『
簠
簋
抄
』
で
あ
る
。

大
本
の
上
・
中
・
下
三
冊
か
ら
成
り
、
半
丁
十
二
行
で
、
上
冊
が
三
十
三

丁
、
中
冊
が
五
十
丁
、
下
冊
が
二
十
二
丁
で
あ
る
。
本
文
は
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
の
漢
文
で
記
さ
れ
る
。

　
『
簠
簋
抄
』
は
、
渡
辺
守
邦
に
よ
っ
て
、
版
本
十
二
種
類
が
報
告
さ
れ

て
お
り（

（
（

、
寛
永
六
年
菊
屋
勝
太
夫
版
は
、
整
版
と
し
て
は
最
も
古
い
版
に

あ
た
る（

（
（

。
こ
の
菊
屋
版
以
前
に
も
、
古
活
字
版
で
、
寛
永
四
年
松
岡
作
左

衛
門
版
及
び
、
国
立
国
会
図
書
館
新
城
文
庫
蔵
の
寛
永
年
間
版
が
存
在
す

る
。
し
か
し
、
前
者
は
個
人
蔵
の
た
め
筆
者
未
見
で
あ
り
、
後
者
は
下
冊

終
丁
を
欠
く
な
ど
、
一
部
欠
損
が
見
ら
れ
る
。
菊
屋
版
は
、
寛
永
年
間
古

活
字
版
の
覆
刻
版
で
、
古
活
字
版
に
は
無
か
っ
た
句
読
点
、
振
り
仮
名
や

送
り
仮
名
が
新
た
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
と
お
り
『
簠
簋
抄
』
は
、「
金
烏
玉
兎
集
」
の
三
国
相
伝
を
記

し
た
〈
由
来
〉
か
ら
始
ま
る
。〈
由
来
〉
は
菊
屋
版
で
十
五
丁
オ
モ
テ
ま

で
続
く
が
、
こ
れ
は
上
冊
の
お
よ
そ
半
分
に
あ
た
る
。

　

上
冊
後
半
か
ら
は
〈
本
篇
〉、
す
な
わ
ち
『
簠
簋
内
伝
』
全
五
巻
の
語

注
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
冊
後
半
に
は
書
名
及
び
序
文
（
内
題
「
三
国
相

伝
陰
陽
輨輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
註
」）
と
、『
簠
簋
内
伝
』
巻
第
一
へ

の
注
が
、
中
冊
に
は
同
巻
第
二
及
び
巻
第
三
へ
の
注
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

下
冊
に
は
同
巻
第
四
及
び
巻
第
五
の
注
の
他
、
巻
末
に
は
「
千
倍
日
」
や
、

「
門
開
ノ
事
」
等
、『
簠
簋
内
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
項
目
の
短
い
記
事
が

並
び
、
最
後
に
二
丁
半
に
渡
り
「
五
帝
龍
王
戦
之
事
」
と
題
さ
れ
た
記
事

が
記
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
記
事
は
『
簠
簋
内
伝
』

巻
第
二
の
冒
頭
部
分
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
簠
簋
抄
』〈
本
篇
〉
に
含
ま
れ
る
主
だ
っ
た
説
話
記
事
を
、

注
の
項
目
ご
と
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【『
簠
簋
抄
』〈
本
篇
〉
に
含
ま
れ
る
主
な
説
話
的
記
事
】

［　

］
内
は
私
意
に
要
約
し
た
説
話
内
容
。
一
つ
の
記
事
に
複
数

の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
／
で
区
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、

＊
は
本
稿
で
個
別
に
取
り
扱
う
記
事
（
後
述
）

上
冊

　

三
国
相
伝
陰
陽
輨輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
註
（
書
名
、序
文
へ
の
注
）

＊

金
烏
［
三
足
の
烏
］（
十
六
ウ
）、
玉
兎
［
兎
の
捨
身
］（
十
六
ウ
）、

天
文
［
厳
子
陵
］（
十
七
オ
）、
＊

吉
備
后
胤
［
魚
養
］（
十
八
オ
）、

鴛
鴦
［
絵
姿
女
房
］（
二
十
四
オ
）、
＊

蛇
毒
鬼
［
蛇
毒
鬼
］（
二
十
五

オ
）、
四
衆
［
四
衆
］（
二
十
五
ウ
）、
八
龍
［
八
大
龍
王
］（
二
十
五

ウ
）、
飛
行
ノ
矢
［
矢
／
手
綱
と
猿
］（
二
十
七
オ
）

　

巻
第
一
（
該
当
な
し
）

中
冊

　

巻
第
二

南
瞻
浮
洲
［
伊
弉
諾
伊
弉
冉
と
地
主
神
］（
二
オ
）、
十
干
之
事　

戊

己
［
恙
鬼
］（
四
オ
）、十
二
支　

寅
［
件
（「
ケ
ン
」、あ
る
い
は
「
く

だ
ん
」）］（
六
ウ
）、
十
二
支　

卯
［
月
の
兎
と
地
上
の
兎
］（
七
ウ
）、
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十
二
支　

申
［
山
王
の
馬
］（
八
ウ
）、十
二
客
之
事
［
酒
の
始
ま
り
］

（
九
ウ
）、
帰
亡
往
亡
之
事
［
石
砕
と
鉄
破
の
相
撲
］（
十
八
ウ
）、
十

死
一
生
之
事
［
久
命
法
皇
］（
十
九
オ
）

　

巻
第
三

三
宝
上
吉
日　

丙
寅
［
舎
利
弗
と
長
爪
梵
士
］（
二
十
五
ウ
）、
三
宝

上
吉
日　

壬
午
［
祇
園
精
舎
の
建
立
］（
二
十
六
ウ
）、
三
宝
上
吉
日　

庚
寅
［
悉
達
太
子
の
出
家
］（
二
十
七
ウ
）、三
宝
上
吉
日　

甲
午
［
女

房
の
熊
野
詣
］（
二
十
八
オ
）、三
宝
上
吉
日　

丁
酉
［
阿
難
と
迦
葉
］

（
二
十
八
オ
）、
三
宝
上
吉
日　

己
酉
［
目
連
と
施
餓
鬼
／
目
連
の
音

声
］（
二
十
九
オ
）、三
宝
中
吉
日　

丙
寅
［
阿
闍
世
王
］（
三
十
一
オ
）、

三
宝
中
吉
日　

丁
卯
［
妙
荘
厳
王
］（
三
十
二
オ
）、
三
宝
中
吉
日　

辛
未
［
釈
提
桓
因
の
三
橋
］（
三
十
三
オ
）、三
宝
中
吉
日　

庚
辰
［
曼

荼
訶
女
］（
三
十
三
オ
）、
三
宝
下
吉
日　

庚
午　
［
普
明
王
と
班
足

王
／
頂
生
王
］（
三
十
四
オ
）、
三
宝
下
吉
日　

丁
丑　
［
雪
山
童
子
］

（
三
十
六
オ
）、
三
宝
下
吉
日　

辛
巳　
［
大
施
太
子
］（
三
十
六
ウ
）、

三
宝
下
吉
日　

丙
午　
［
尸
毘
大
王
］（
三
十
七
オ
）、
三
宝
下
吉
日　

辛
亥　
［
鹿
野
園
］（
三
十
八
オ
）、
神
上
吉
日　

己
巳　
［
辰
狐
王
の

三
女
子
］（
三
十
八
ウ
）、
神
上
吉
日　

壬
申　
［
伊
弉
諾
伊
弉
冉
の

国
産
み
］（
三
十
八
ウ
）、神
上
吉
日　

癸
酉　
［
素
戔
嗚
の
大
蛇
退
治
］

（
三
十
九
オ
）、
神
上
吉
日　

壬
午　
［
阿
久
留
王
］（
四
十
オ
）、
神

上
吉
日　

甲
申　
［
天
岩
戸
］（
四
十
オ
）、
神
中
吉
日　

庚
午　
［
神

宮
后
宮
の
三
韓
征
伐
／
孝
謙
天
皇
と
道
鏡
／
弓
矢
八
幡
の
本
地
］

（
四
十
ウ
）、
神
中
吉
日　

乙
酉　
［
大
和
武
尊
と
草
薙
剣
］（
四
十
三

ウ
）、
神
下
吉
日　

丁
丑　
［
渡
唐
天
神
］（
四
十
四
ウ
）

下
冊

　

巻
第
四
（
該
当
な
し
）

　

巻
第
五

同
時
宿
之
事
［
同
時
宿
］（
十
一
ウ
）

　

雑
記
事
（
該
当
な
し
）

　
＊

五
帝
龍
王
戦
之
事
［
五
帝
龍
王
／
宇
布
絹
の
鎧
］（
二
十
オ
）

　

こ
こ
に
挙
げ
た
記
事
を
見
渡
す
と
、『
簠
簋
抄
』
の
説
話
的
記
事
は
、

各
巻
の
記
事
が
満
遍
な
く
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
記
事
が

巻
第
三
の
三
宝
吉
日
及
び
神
吉
日
に
関
す
る
記
事
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
三
宝
吉
日
と
神
吉
日
の
、
吉
日
と
し
て
の
性
格
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
三
宝
吉
日
は
仏
事
に
、
神
吉
日
は

神
事
に
良
い
と
さ
れ
る
日
で
あ
る
が
、『
簠
簋
内
伝
』
で
は
そ
の
由
来
を

仏
伝
や
日
本
の
神
に
関
す
る
説
話
に
求
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、『
簠
簋
内
伝
』
で
は
、
癸
酉
の
日
が
、
素
戔
嗚
が
八
岐
大
蛇

を
退
治
し
た
日
で
あ
る
た
め
に
神
上
吉
日
だ
と
説
く
。『
簠
簋
抄
』
で
は
、

『
簠
簋
内
伝
』
の
簡
潔
な
記
述
を
補
足
す
る
よ
う
に
、
素
戔
嗚
の
大
蛇
退

治
の
説
話
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
例
外
的
に
、
三
宝
上
吉
日
・
甲
午
は

『
簠
簋
抄
』
独
自
の
内
容（

（
（

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、『
簠
簋
抄
』
三
宝
吉
日

及
び
神
吉
日
の
記
事
は
、『
簠
簋
内
伝
』
で
言
及
さ
れ
た
説
話
に
沿
っ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。『
簠
簋
内
伝
』
自
体
が
説
話
的
な
記
事
を
用
い
て

い
る
た
め
、
そ
の
解
説
・
補
足
で
あ
る
『
簠
簋
抄
』
に
お
い
て
、
該
当
部

分
に
説
話
が
集
中
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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『
簠
簋
抄
』
全
体
の
説
話
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
節
か
ら
は
『
簠

簋
抄
』〈
本
篇
〉
か
ら
取
り
上
げ
た
記
事
を
本
文
と
共
に
検
討
し
て
い
く
。

二
、
金
烏
─
『
法
華
経
直
談
鈔
』
と
の
関
わ
り

　

初
め
に
見
る
の
は
、
書
名
「
三
国
相
伝
陰
陽
輨輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎

集
」
の
「
金
烏
」
へ
の
注
で
あ
る
。

金
烏
（
上
冊
十
六
丁
ウ
ラ
。
句
読
点
、
カ
ギ
括
弧
は
引
用
者
に
よ
る
。
以

下
同
じ
）

金
烏
ト
者
、
日
ノ
異
名
也
。
其
故
ヲ
尋
ニ
大
唐
ニ
軒ケ
ン

轅エ
ン

皇
帝
ノ
御ミ

世ヨ

ニ
日
輪
七
ツ

出
ツ

。
皇
帝
六
ツ

祭
マ
ツ
リ

落ヲ
ト

シ
見
給
ニ
、
三
足ソ
ク

ノ
烏
カ
ラ
ス

有
リ

。
又
、

五
帝
ノ
時
、
唐タ
ウ

堯ゲ
ウ

ノ
御
世
ニ
日
六
出
。
堯
王
ノ
臣
下
ニ
羿ゲ
イ

ト
云
人
五

ツ

射イ

落ヲ
ト
ス。
此
ノ

時
モ
三
足
ノ
カ
ラ
ス
有
ル

故
ニ

金
烏
ト
云
也
。
皇
帝
ノ
六

ツ

祭
落
シ
給
モ
用ユ
ウ

也
。
羿
ガ
五
ツ

射
落
モ
用
也
。
二
度
ナ
ガ
ラ
落
ハ
用

ニ
テ
体タ
イ

ハ
不
レ

落
ト
也
。
金
ト
者ハ

、
堅
固
ノ
義
。
烏
ト
者ハ

如
レ

右
ノ

。

三
足
ト
者
、
日
輪
ヲ
火
ニ
取
ル
故
ニ
、
火
三
ノ
義
也
。
足
ト
者ハ

、
地

大
ニ
シ
テ
、
是
レ

モ
堅
固
ノ
義
也
。

　

金
烏
が
日
の
異
名
で
あ
る
と
説
明
し
、
日
と
烏
に
ま
つ
わ
る
説
話
を
引

い
て
い
る
。
大
唐
・
軒
轅
帝
（
黄
帝
）
の
治
世
に
、
日
が
七
つ
昇
り
、
軒

轅
帝
が
内
六
つ
を
祭
り
落
し
た
と
こ
ろ
、
三
足
の
烏
が
い
た
。
堯
の
治
世

で
も
、
日
が
六
つ
昇
り
、
羿
が
内
五
つ
を
射
落
と
し
た
が
、
こ
の
時
も
三

足
の
烏
が
い
た
と
い
う
。

　

羿
は
『
左
伝
』
や
『
山
海
経
』
に
見
え
る
弓
の
名
人
で
、
複
数
の
日
を

射
落
と
す
話
は
、『
淮
南
子（

（1
（

』「
本
経
訓
」
に
あ
る
。
堯
の
治
世
に
十
の
日

が
並
び
出
て
穀
物
や
草
木
を
焼
き
、
様
々
な
怪
異
や
害
獣
が
現
れ
民
を
害

し
た
。
堯
に
命
じ
ら
れ
た
羿
は
十
の
日
を
射
落
と
し
、
怪
異
や
害
獣
を
全

て
退
治
し
た
と
い
う
。『
淮
南
子
』
に
は
『
簠
簋
抄
』
の
よ
う
に
黄
帝
の

話
は
無
く
、
三
足
の
烏
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

日
本
で
は
、
十
二
世
紀
初
め
ご
ろ
成
立
の
説
話
集
『
注
好
選（

（1
（

』
上
「
養

由
ハ

射
日
ヲ

第
六
十
九
」
に
類
話
が
見
え
、
十
の
日
が
昇
り
、
養
由
が
そ
の

内
九
つ
を
落
と
し
た
と
す
る
。
養
由
は
春
秋
時
代
、
楚
の
人
物
で
、
羿
と

同
じ
く
弓
の
名
手
と
さ
れ
る
。『
注
好
選
』
後
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
今

昔
物
語
集（

（1
（

』（
巻
十
・
十
六
）
に
も
『
注
好
選
』
と
同
じ
く
、
養
由
が
九
つ

の
日
を
射
落
と
す
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、十
三
世
紀
成
立
の『
唐

鏡（
（1
（

』（
第
一
）
で
は
羿
の
話
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
黄
帝
や
烏

の
話
は
見
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、
共
に
十
六
世
紀
成
立
の
法
華
経
注
釈
書
の
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉

鈔（
（1
（

』（
巻
第
三
・
六
）
及
び
『
法
華
経
直
談
鈔（

（1
（

』（
巻
第
二
本
・
三
十
一
）（
以

下
、『
鷲
林
拾
葉
鈔
』、『
直
談
鈔
』）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

『
鷲
林
拾
葉
鈔
』

一
、
日
ノ

中
ニ

有
三
足
ノ
烏
一

。
昔
シ

三
皇
ノ

中
ノ

黄
帝
ノ

代
ニ

、
日
七
ツ

出
テ

同
時
ニ

照
事
有
レ

之
。
成
レ
テ

政
祈
リ

落
テ

見
ル
ニ

、
三
足
ノ

烏
有
リ

。
又
、
唐

堯
ノ

代
ニ

日
九
ツ

出
テ
ヽ

照
事
有
レ

之
。
八
ハ

可
二

反
化
ノ

日
一

云
テ

能
キ

弓
射
ル

者
ヲ

召
テ

、
是
ヲ

被
二

射
落
一

。
又
、
日
輪
ノ

中
ニ

有
レ

烏
見
リ

。（
傍
線
、
句

読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

『
直
談
鈔
』
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日
中
ニ

在
二

三
足
ノ

烏
一

事
。
昔
於
二

大
唐
一
ニ

、
三
皇
ノ

中
ノ

黄
帝
ノ

代
ニ

、

日
七
出
テ

同
時
ニ

照
事
有
。
成
レ
シ
テ

政
ヲ

、
彼
日
ヲ

祈
落
シ
テ

見
レ
ハ

、
三
足
ノ

烏
有
。
又
、
五
帝
ノ

中
ノ

唐
堯
ノ

代
ニ

、
日
九
ツ

出
テ

照
ス

事
有
。
八
ハ

反
化

ノ

日
可
レ
シ
ト

成
云
テ

、
羿ゲ

イ
ト

云
テ

能
ク

弓
ヲ

射
ル

者
ヲ

召
テ

、
是
ヲ

被
二

射
落
一

。
又
、

日
輪
中
ニ

烏
有
ト

見
タ

夫
ヨ
リ

始
テ

知
ル

也
。

　

両
書
と
も
、
黄
帝
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
、
落
と
し
た
太
陽

の
中
に
三
足
の
烏
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堯
の
時
の
射
手
に
つ

い
て
も
、『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
で
は
名
を
記
さ
な
い
が
、『
直
談
鈔
』
で
は
羿

と
し
て
お
り
、『
簠
簋
抄
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
昇
っ
た
日
の
数
に
関

し
て
は
、『
簠
簋
抄
』
は
黄
帝
の
時
が
七
、
堯
の
時
が
六
と
減
っ
て
い
る

の
に
対
し
、『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
や
『
直
談
鈔
』
で
は
九
つ
に
増
え
て
お
り
、

差
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
全
く
の
同
文
で
は
な
い
も
の
の
、『
淮
南
子
』
や
『
注
好
選
』

等
と
比
較
す
る
と
、『
簠
簋
抄
』
の
金
烏
説
話
が
、『
直
談
鈔
』や『
鷲
林
拾

葉
鈔
』
と
い
っ
た
直
談
系
法
華
経
注
釈
書
の
記
事
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
簠
簋
抄
』
に
は
金
烏
の
記
事
以
外
に
も
、『
直
談
鈔
』
や
『
鷲
林
拾
葉

鈔
』と
類
似
す
る
説
話
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
渡
辺
守
邦
は
、『
簠
簋
抄
』

の
「
四
衆
」
及
び
、「
八
龍
」（
共
に
上
冊
二
十
五
ウ
）
の
記
事
が
、『
直

談
鈔
』
や
『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
と
同
文
的
に
一
致
し
、「
三
宝
吉
日
」（
中
冊
）

の
十
七
項
目
の
内
十
一
項
目
の
記
事
が
、『
直
談
鈔
』
と
関
連
性
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
挙
げ
、『
簠
簋
抄
』
と
直
談
系
法
華
経
注
釈
書
と
の
親
和
性

の
高
さ
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

先
に
示
し
た
と
お
り
、『
簠
簋
抄
』
の
説
話
的
記
事
の
多
く
は
「
三
宝

吉
日
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
簠
簋
抄
』
に
含
ま
れ
る
説
話

の
量
的
な
中
心
を
占
め
る
の
は
、『
直
談
鈔
』
の
よ
う
な
直
談
系
法
華
経

注
釈
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
蛇
毒
鬼
─
陰
陽
道
の
神
に
ま
つ
わ
る
説
話

　

次
に
、『
簠
簋
内
伝
』
序
文
の
「
蛇
毒
気
神（

（1
（

」
へ
の
注
を
と
り
あ
げ
、『
簠

簋
抄
』
に
は
陰
陽
道
の
神
に
関
わ
る
独
特
な
説
話
も
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
見
て
い
く
。

　
『
簠
簋
内
伝
』
序
文
は
、
牛
頭
天
王
の
縁
起
で
あ
り
、
牛
頭
天
王
の
妻

問
い
の
旅
と
、
鬼
王
・
巨
旦
大
王
と
の
争
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
牛
頭
天

王
は
、
長
い
旅
の
末
に
、
沙
竭
羅
龍
王
の
龍
宮
に
た
ど
り
着
き
、
龍
王
の

三
女
・
頗
梨
采
女
を
娶
る
。
天
王
は
頗
梨
采
女
と
の
間
に
八
人
の
王
子
を

儲
け
、二
十
一
年
間
の
龍
宮
滞
在
の
後
、隼
鷂
と
名
付
け
た
船
で
妻
子
と
共

に
帰
還
す
る
。
こ
の
八
王
子
の
、
八
番
目
の
王
子
が
蛇
毒
気
神
だ
と
い
う
。

　
『
簠
簋
抄
』
で
は
、
蛇
毒
気
神
が
、
他
の
七
王
子
が
生
ま
れ
た
際
に
血

逆
の
池
に
捨
て
ら
れ
た
胞
衣
と
月
水
が
集
ま
っ
て
生
ま
れ
た
存
在
で
あ
る

と
し
、
牛
頭
天
王
に
子
息
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。

蛇
毒
鬼
（
上
冊
二
十
五
丁
オ
モ
テ
）

蛇
毒
鬼
ト
者
、
龍
宮
ニ
テ
七
人
ノ
王
子
ヲ
生
シ
給
時
、
衣ヱ

那ナ

ト
月
水

ヲ
血ケ
ツ

逆ギ
ヤ
クノ
池
ヘ
捨ス
テ

給
フ

。
彼
レ
ガ

集
テ
蛇
毒
鬼
神
ト
成
給
。
而
ル
ニ
七

王
子
ヲ
召
ツ
レ
テ
閻
浮
ニ
帰
給
時
、
海
上
ニ
テ
舟
不
レ
ル

動
ニ
依
テ
珍チ
ン

財サ
イ

ヲ
海
底
ニ
沈
シ
ツ
ム
レト

モ
、
其
ノ

験シ
ル
シ無

シ

。
其
ノ
七
王
子
ノ
裳モ
ス
ソヲ

切キ
ツ

テ
沈
給
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時
、
第
三
ノ
王
子
ヲ
直チ
キ

ニ
海
中
ニ
入
レ

給
フ

時
、
彼
ノ

蛇
毒
鬼
、
大
陰

神
ヲ
戴イ
タ
ヽ

キ
上ア
ケ

テ
蛇
毒
カ
曰
、「
我
モ
是
ノ

王
子
タ
リ
。
何
ソ
捨
テ

給
フ

乎ヤ

」
天
王
ノ

曰
ク

「
我
子
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
有
リ

。
重
テ
蛇
毒
ガ
曰
ク

「
血ケ
ツ

逆ギ
ヤ
クノ
池
ニ
捨
テ

給
フ

衣
那
ト
月
水
ト
集
リ

テ
我
ト
成
也
」
ト
云
、「
サ
テ

ハ
其
ノ

シ
ル
シ
ヲ
見
ン
」
ト
テ
頗ハ

梨リ

女
乳ニ
ウ

水
ヲ
シ
ボ
リ
出
給
時
、
七

人
ノ
王
子
ト
同
ク
蛇
毒
ノ
口
ニ
モ
入
ル

。
其
ノ

時
蛇
毒
モ
王
子
タ
リ
ト

有
テ
舟
ニ
乗
セ

テ
帰
朝
有
リ

ト
云

云

。

　

牛
頭
天
王
が
妻
と
七
王
子
を
連
れ
て
閻
浮
提
に
帰
る
途
中
、
海
上
で
船

が
動
か
な
く
な
る
。
船
に
積
ん
だ
宝
や
、
七
王
子
の
裳
裾
を
切
っ
て
海
に

沈
め
て
も
効
果
が
な
く
、
三
番
目
の
王
子
で
あ
る
大
陰
神
を
海
に
沈
め
た

と
こ
ろ
、
大
陰
神
を
戴
い
て
蛇
毒
気
神
が
現
れ
る
。
自
分
も
牛
頭
天
王
の

王
子
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
蛇
毒
気
神
だ
が
、
牛
頭
天
王
は
こ
れ
を
認
め

な
い
。
蛇
毒
気
神
は
、
七
王
子
の
胞
衣
と
月
水
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
出

自
を
語
る
。
天
王
の
妻
の
頗
梨
采
女
は
、
子
か
ど
う
か
確
か
め
る
た
め
に
、

乳
汁
を
絞
り
出
す
。
頗
梨
采
女
の
乳
汁
は
、他
の
王
子
と
同
様
、蛇
毒
気
神

の
口
に
入
り
、
蛇
毒
気
神
は
王
子
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
共
に
帰
国
し
た
。

　
『
簠
簋
内
伝
』
序
文
に
は
こ
の
場
面
は
無
く
、『
神
道
集
』（
巻
第
三
・

十
二
「
祇
園
大
明
神
事
」）
や
、
御
伽
草
子
『
牛
頭
天
王
縁
起
』
と
い
っ

た
他
の
牛
頭
天
王
縁
起
に
も
見
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
、奥
三
河
に
伝
わ
る
「
牛
頭
天
王
島
渡
り
」
祭
文
に
は
『
簠
簋
抄
』

と
共
通
す
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
文
で
は
、
蛇
毒
気
神
は
、

初
め
「
頭
に
は
松
紅
葉
を
引
き
植
ゑ
た
る
ご
と
く
な
る
赤
き
毒
蛇
」
と
し

て
牛
頭
天
王
夫
妻
や
七
王
子
の
前
に
現
れ
る
が
、
母
乳
を
与
え
ら
れ
、
母

か
ら
本
地
を
現
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
と
、「
一
尺
四
寸
の
十
一
面
観
音
」

と
し
て
波
の
上
に
姿
を
現
し
た
と
い
う（

（1
（

。

　
『
簠
簋
内
伝
』
に
お
い
て
、
蛇
毒
気
神
は
、
方
位
神
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
る
。『
簠
簋
内
伝
』
巻
一
で
は
、
天
道
神
を
始
め
と
し
た
方
位
神
に

よ
る
吉
凶
や
禁
忌
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
は
牛
頭
天
王
や
そ

の
眷
属
、
あ
る
い
は
牛
頭
天
王
と
敵
対
す
る
巨
旦
大
王
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
牛
頭
天
王
は
天
道
神
と
同
体
で
、
天
道
神
の
方
位
は
全
て
に
お
い

て
良
い
方
位
だ
と
い
う
（「
天
道
神
方
」）。
そ
し
て
、
八
王
子
は
八
将
神

と
そ
れ
ぞ
れ
同
体
で
あ
り
、
蛇
毒
気
神
は
豹
尾
神
だ
と
さ
れ
、
そ
の
本
地

は
三
宝
大
荒
神
と
説
明
さ
れ
る
。
豹
尾
神
の
方
位
に
大
小
便
を
す
る
の
は

凶
で
あ
り
、
六
畜
を
収
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
（「
八
将
神
方
」）。

　
『
簠
簋
抄
』「
八
将
神
方
」（
上
冊
三
十
ウ
）
の
項
で
も
、
次
の
よ
う
に

注
釈
さ
れ
、
豹
尾
神
並
び
に
蛇
毒
気
神
が
不
浄
に
関
わ
る
神
で
あ
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る
。

第
八
、
豹
ヒ
ョ
ウ

尾ビ

神
者
、
三
宝
荒ク
ワ
ウ

神
也
故
ニ
大
小
便
ニ
凶
ム

。
又
、
牛
馬

鶏ケ
イ

犬ケ
ン

羊ヤ
ウ

猪チ
ヨ

六
畜
ヲ
不
レ

収
也
。
不
浄
ヲ
凶
ミ

給
故
也
。
蛇
毒
鬼
神
ハ
袍ヱ

衣ナ

ト
月
水
等
ノ
不
浄
集
テ
豹
尾
ト
成
給
故
ニ
凶
也
。（
後
略
）

　

こ
の
よ
う
に
、
蛇
毒
気
神
は
『
簠
簋
内
伝
』
及
び
『
簠
簋
抄
』
で
は
八

王
子
や
八
将
神
の
一
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
蛇
毒

気
神
が
八
王
子
の
中
で
も
異
質
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

資
料
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
『
小
朝
熊
社
神
鏡
沙
汰
文
』
に
は
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
十
月

十
四
日
夜
に
祇
園
社
感
神
院
が
焼
亡
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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時
、
八
王
子
の
像
も
焼
失
し
、
こ
の
内
三
王
子
に
つ
い
て
は
翌
年
六
月
に

造
進
の
宣
旨
が
下
る
が
、
蛇
毒
気
神
は
、
陰
陽
博
士
の
占
い
や
、
感
神
院

で
の
祈
請
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
慎
重
に
判
断
さ
れ
て
お
り
、
年
内
に
は

造
立
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
三
月
に
、
祈
請
を
行
っ
た
権
少
都
公
範

の
夢
の
中
に
二
度
、
異
な
る
姿
で
蛇
毒
気
神
が
現
れ
る
。
一
度
目
は
金
箔

を
押
し
た
赤
衣
を
ま
と
っ
た
巨
躯
の
姿
で
、
頭
に
は
冠
を
着
け
、
髪
は
左

右
に
分
か
れ
、
白
杖
を
持
ち
、
従
者
と
し
て
童
子
を
一
人
具
し
て
い
た
と

い
う
。
二
度
目
は
姿
が
異
な
り
、
紺
青
色
の
忿
怒
形
だ
っ
た
。
こ
の
出
来

事
の
後
、
こ
の
年
の
五
月
に
よ
う
や
く
造
立
の
宣
旨
が
下
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

ま
た
、『
神
道
集（

（2
（

』「
祇
園
大
明
神
事
」
に
は
、
蛇
毒
気
神
の
本
地
が
弥

勒
菩
薩
で
あ
る
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
八
王
子
の
中
に
は
そ
の
名
が
見
え

ず
、
代
わ
り
に
「
宅
相
神
天
王
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
続
く
巻
第
三
・

十
三
「
赤
山
大
明
神
事
」
で
は
、
牛
頭
天
王
が
十
種
の
変
身
を
有
し
、
そ

の
四
つ
目
を
「
蛇
毒
気
神
王
」
だ
と
す
る
。
ま
た
、
十
番
目
は
「
疫
病
神

王
」
な
る
神
で
あ
り
、「
此
十
種
ノ
身
ハ
皆
是
一
體
ニ
シ
テ
、衆
生
ヲ
利
益
」

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
野
奈
々
子
は
、
蛇
毒
気
神
が
牛
頭
天
王
な

ど
と
並
び
扱
わ
れ
る
疫
病
の
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

る（
（2
（

。
他
に
も
、
山
本
ひ
ろ
子
が
伊
勢
の
牛
頭
天
王
・
八
王
子
祭
文
や
山
田

の
八
王
子
祭
文
で
蛇
毒
気
神
が
他
の
王
子
と
は
別
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
蛇
毒
気
神
は
他
の
八
王
子
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
し

て
、
あ
る
い
は
八
王
子
の
枠
を
外
れ
、
疫
病
を
司
る
神
と
し
て
牛
頭
天
王

と
同
一
視
さ
れ
る
程
の
存
在
と
し
て
畏
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
簠
簋
抄
』
の
蛇
毒
気
神
説
話
も
、
蛇
毒
気
神
の
異
質
さ
が
現
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
の
王
子
に
は
特
に
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
蛇
毒
気
神
が
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
母
乳
で
血
の
つ
な
が
り
を
判
別
す
る
と
い
う
話
は
仏
伝
な
ど
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
忉
利
天
に
転
生
し
た
摩
耶
夫
人
が
、「
も
し
我

が
子
で
あ
れ
ば
、こ
の
乳
汁
が
口
に
入
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
、乳
房
を
絞
っ

た
と
こ
ろ
、
乳
汁
は
遠
く
の
釈
迦
の
口
に
入
っ
た
と
い
う
説
話
は
『
摩
訶

摩
耶
経
』（
巻
上
、
大
正
十
二
・
三
八
三
ａ
）
を
は
じ
め
と
し
て
『
経
律
異

相
』（
巻
七
、
大
正
五
三
・
三
三
ａ
）、『
釈
迦
譜
』（
巻
二
・
十
六
、
大
正

五
〇
・
五
四
ｂ
）
に
見
え
、
日
本
で
は
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
二
・
二
）、

安
居
院
流
の
唱
導
書
『
言
泉
集
』、『
三
国
伝
記
』（
巻
第
二
・
第
四
）、『
金

玉
要
集
』（
巻
第
三
・
四
）、
御
伽
草
子
『
釈
迦
の
本
地
』
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
仏
教
説
話
に
も
見
ら
れ
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
簠
簋
抄
』
の
蛇
毒
気
神
説
話
は
、
陰
陽
道
関
係
の
神

に
関
わ
る
独
特
な
も
の
だ
が
、
そ
の
構
成
要
素
に
は
、
仏
伝
な
ど
に
広
く

用
い
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
魚
養
─
説
話
の
吸
収
と
変
容

　

前
節
ま
で
で
見
た
と
お
り
、『
簠
簋
抄
』
に
は
、
中
世
に
広
く
流
布
し

て
い
た
説
話
や
モ
チ
ー
フ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
『
簠

簋
内
伝
』
注
釈
に
合
わ
せ
た
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。

　

次
に
見
る
記
事
は
、『
簠
簋
内
伝
』
巻
頭
に
撰
者
と
し
て
記
さ
れ
た
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「
天
文

司
郎

安
部
博
士
吉
備

后
胤

清
明
朝
臣
撰
」
の
、「
吉
備
后
胤
」
へ
の
注
で
あ
る
。

　

吉
備
と
は
吉
備
真
備
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
安
倍
晴
明
と
吉
備
真
備

に
血
縁
関
係
は
無
い
が
、
陰
陽
道
の
祖
と
し
て
伝
説
化
の
進
ん
で
い
た（

（2
（

吉

備
真
備
の
子
孫
と
位
置
づ
け
、
晴
明
、
引
い
て
は
『
簠
簋
内
伝
』
を
権
威

付
け
る
意
図
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
簠
簋
抄
』〈
由
来
〉
で
は
、
唐
か
ら

「
金
烏
玉
兎
集
」
を
招
来
し
、晴
明
に
手
渡
し
た
の
が
真
備
と
さ
れ
て
い
る
。

吉
備
后
胤
（
上
冊
十
八
丁
オ
モ
テ
）

吉
備
后
胤
ト
者
、
吉
備
大
臣
此
書
ヲ
日
本
へ
渡
サ
ル
ヽ
ハ
末
世
ノ
タ

メ
ト
云
意
也
。
又
云
、
吉
備
在サ
イ

唐タ
ウ

ノ
内
ニ
唐
女
ニ
嫁カ
シ

テ
一
子
ヲ
生
シ

ト
モ
、
子
ハ
三
界
ノ
枷
ク
ヒ
カ
セト

テ
海
中
ニ
捨
テ

、
吉
備
帰
朝
ノ
后ノ
チ

、
跡ア
ト

ヲ

追オ
フ

テ
三
年
三
月
目
ニ
日
域
ヘ
亀カ
メ

負ヲ
イ

来
ル
故
ニ
、
魚キ
ヨ

養ヤ
ウ

ト
名
付
テ
能ノ
ウ

翰カ
ン

也
。
聖
武
ノ
姤
キ
サ
キ

光
明
皇
后
此
ノ
手
ヲ
習
ナ
ラ
イ

給
フ

。
弘
法
ハ
皇
后
ノ
御
手

ヲ
習
給
ト
云
。

　

真
備
は
入
唐
し
た
際
、
現
地
の
女
と
の
間
に
子
を
儲
け
た
が
、「
子
は

三
界
の
首
枷
」
と
し
て
、
息
子
を
海
に
捨
て
て
帰
朝
す
る
。
息
子
は
真
備

の
跡
を
追
い
、
亀
に
負
わ
れ
て
三
年
三
月
か
け
て
日
本
ま
で
来
た
の
で
、

魚
養
と
名
付
け
ら
れ
た
。
魚
養
に
は
筆
の
才
が
あ
り
、
光
明
皇
后
は
魚
養

か
ら
筆
を
学
び
、
弘
法
大
師
は
光
明
皇
后
の
筆
を
学
ん
だ
と
い
う
。

　

こ
の
話
の
類
話
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語（

（2
（

』（
第
一
七
八
「
魚
養
事
」）
に

見
え
る
。
話
の
展
開
は
『
簠
簋
抄
』
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
吉
備
真
備
の
名

は
無
く
、
父
は
単
に
「
遣
唐
使
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
魚
養
を
海
へ
投
げ

入
れ
た
の
は
、
母
で
あ
る
。
他
に
も
亀
で
は
な
く
大
き
な
魚
に
乗
っ
て
日

本
に
渡
っ
て
い
た
り
、
光
明
皇
后
や
空
海
に
関
す
る
記
述
が
無
い
。

　

こ
の
魚
養
は
、
平
安
初
期
の
書
家
で
あ
る
朝
野
（
忍
海
原
）
魚
養
の
こ

と
と
さ
れ
る（

（2
（

。『
続
日
本
紀（

（2
（

』
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
五
月
二
十
二
日
条
に
、

六
位
上
か
ら
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
旨
が
見
え
る
。
同
七
年
二
月
に
は
播
磨

大
掾
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
七
月
に
は
典
薬
頭
を
兼
官
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
十
年
正
月
八
日
に
は
、
居
住
地
の
名
で
あ
る
朝
野
姓
を
名
乗
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
る
。
文
和
元
（
一
三
五
二
）
年
成
立
の
尊
円
親
王
『
入
木

抄（
（2
（

』
に
よ
る
と
、
扁
額
題
書
に
用
い
ら
れ
た
初
め
て
の
能
書
家
が
魚
養
で

あ
り
、
大
和
薬
師
寺
の
額
は
魚
養
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
朝
野
魚
養
が
真
備
の
息
子
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
ま
ず
無
い

だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
魚
養
説
話
に
お
け
る
興
味
の

主
眼
は
、「
魚
養
」
と
い
う
名
の
由
来
を
、
魚
に
助
け
ら
れ
て
海
を
渡
っ

て
き
た
こ
と
に
求
め
る
点
に
あ
り
、
父
が
遣
唐
使
と
い
う
設
定
も
、
魚
養

に
大
海
を
渡
る
理
由
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
人
物
で
あ

る
必
要
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
吉
備
真
備
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
変
化
が
い
つ
頃
起
こ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、

考
え
る
材
料
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
康
正
元
（
一
四
五
三
）
年
頃
成

立
の
『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』（
菅
家
本
諸
寺
縁
起
集（

（3
（

）「
元
興
寺　

南
大

門
」
の
記
事
に
同
じ
話
が
見
え
る
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
同
じ
く
、

父
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
成
立
の

安
楽
庵
策
伝
『
醒
睡
笑
』（
巻
之
一
）
に
見
え
る
話
も
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

と
同
様
で
あ
る（

（3
（

。

　

他
方
で
、『
簠
簋
袖
裡
伝
』
に
は
、『
簠
簋
抄
』
と
同
様
に
、
魚
養
の
父

を
真
備
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
簠
簋
袖
裡
伝
』
は
、『
簠
簋
抄
』
と



─ 58 ─

同
じ
く
『
簠
簋
内
伝
』
の
仮
名
抄
で
あ
る
。
阪
本
龍
門
文
庫
に
室
町
末
期

頃
と
さ
れ
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
他
に
伝
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い（

（3
（

。

　

こ
の
『
簠
簋
袖
裡
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
、
吉
備
在
唐
久
キ
故
ニ
、
妻
ニ

愛
二

唐
女
一

、
子
ヲ
一
人
持
ケ
ル
カ
、

敵
朝
ノ
砌
、
子
ハ
三
界
ノ
枷
也
ト
テ
、
海
中
ニ
抛
レ
テ

之
、
皈
朝
ス
。

而
ニ

、
彼
子
吉
備
カ
舩
ノ
跡
ヲ
追
テ
、
凌
レ

波
三
年
三
月
ト
云
ニ
日
域

ヘ
泳
着
ク
。
吉
備
カ
乗
タ
ル
舩
方
ト
モ
見
レ

之
。
一
間
四
方
ノ

亀
カ
、

負
二

彼
子
一

来
也
。
魚
助
ル
カ
故
ニ
、
彼
子
ヲ
名
二

魚
養
一

。
彼
魚
養
、

天
下
無
双
ノ
能
筆
也
。
然
間
聖
武
天
王
ノ
姤
光
明
皇
宮
女
ニ
、
彼
魚

養
カ
手
ヲ
習
給
也
。
又
、
弘
法
大
師
ハ
魚
羪羪
ガ
手
ハ
叵
レ

似
ト
テ
、

光
明
皇
宮
ノ
習
二

御
手
一
ヲ

給
ト
云
々
。（
六
十
丁
オ
モ
テ
五
行
目
～
）

　

父
親
が
真
備
で
あ
る
こ
と
を
始
め
、
魚
養
を
捨
て
た
の
が
父
親
で
あ
る

こ
と
、
亀
に
乗
っ
て
日
本
に
来
た
と
さ
れ
る
こ
と
、
光
明
皇
后
や
空
海
が

魚
養
の
手
を
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、『
簠
簋
抄
』
と
『
簠
簋
袖
裡
伝
』
の
記

事
が
ほ
ぼ
同
じ
事
が
わ
か
る
。

　

以
上
か
ら
、
魚
養
の
説
話
は
、
中
世
末
ま
で
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
載

る
形
が
伝
わ
っ
て
い
た
が
、『
簠
簋
内
伝
』
の
注
釈
で
は
、
吉
備
真
備
の

所
伝
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
簠
簋
袖
裡
伝
』
や
『
簠

簋
抄
』
に
吸
収
さ
れ
た
段
階
で
、
真
備
の
話
に
変
化
し
た
可
能
性
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
大
幅
に
時
代
が
下
る
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
刊
の
、

橘
行
精
『
本
朝
能
書
伝（

（3
（

』
の
「
魚
養
」
の
項
に
も
、
魚
養
の
説
話
が
見
え

る
。

朝
野
宿
禰
魚
養
は
忍
海
原
連
首
麿
の
末
な
り
。
或
は
吉
備
大
臣
入
唐

し
て
彼
の
国
に
て
う
ま
せ
た
る
子
に
て
、
其
母
た
よ
り
せ
ざ
り
し
を

う
ら
み
て
海
に
な
げ
入
て
け
る
が
、
魚
に
た
す
け
ら
れ
て
渡
り
来
り

し
か
ば
魚
養
と
な
づ
け
け
る
と
も
い
へ
り
。
字
を
よ
く
書
け
れ
ば
七

大
寺
の
額
ど
も
書
せ
給
ふ
、
こ
れ
わ
が
国
能
書
を
用
ゐ
給
ふ
は
じ
め

な
り
。
薬
師
寺
の
額
は
一
筆
に
書
る
よ
し
申
伝
ふ
。
大
師
は
こ
の
魚

養
に
筆
法
を
ま
な
び
給
へ
り
と
い
へ
り
。

　

魚
養
を
海
に
投
げ
込
む
の
が
母
親
で
、
魚
に
助
け
ら
れ
て
日
本
に
渡
る

点
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
と
同
じ
だ
が
、『
簠
簋
抄
』
や
『
簠
簋
袖
裡
伝
』

と
同
じ
く
魚
養
の
父
を
真
備
と
し
、
弘
法
大
師
が
魚
養
の
筆
法
を
学
ん
だ

と
も
し
て
い
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
簠
簋
抄
』
を
折
衷
し
た
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。
橘
行
精
が
、
両
書
の
説
を
折
衷
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

魚
養
の
父
を
真
備
と
す
る
説
は
、
室
町
末
以
降
、『
簠
簋
内
伝
』
注
釈
以

外
に
も
広
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、『
簠
簋
抄
』
や
『
簠
簋
袖
裡
伝
』
の
記
事
で
は
「
子
は
三

界
の
首
枷
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
世
に
用
い
ら

れ
た
諺
の
よ
う
で
、
謡
曲
「
天
鼓
」
や
「
水
無
瀬
」、
幸
若
舞
曲
「
鎌
田
」、

御
伽
草
子
の
「
わ
か
く
さ
」
に
用
例
が
見
え
る（

（3
（

。
こ
ち
ら
は
『
簠
簋
内
伝
』

注
釈
の
意
図
と
は
関
係
無
く
、
同
時
代
の
言
い
回
し
が
取
り
込
ま
れ
た
の

だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
簠
簋
抄
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
既
存
の
説
話
は
、
時

に
『
簠
簋
内
伝
』
注
釈
に
沿
う
形
で
、
時
に
中
世
の
知
識
を
反
映
さ
せ
る

形
で
独
特
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
ら
く
「
ウ
ブ
ギ
ヌ
ノ
ヨ
ロ
イ
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
。「
宇ウ

浮フ

絹ケ
ン

ノ
鎧
」

と
も
い
い
、「
百
歳
ノ
人
着キ

テ
モ
、
或
ハ
二
三
歳
ノ
人
着
テ
モ
似ニ

合
ア
ヒ
ヌ
ル

鎧
」

で
あ
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、「
五
帝
龍
王
戦
タ
ヽ
カ
ヒ

之
事
」
に
続
く
記
事
で
は
、こ
の
宇
浮
（
布
）

絹
ノ
鎧
の
三
国
相
伝
が
語
ら
れ
て
い
る
。

宇
浮
絹
ノ
鎧
（
下
冊
二
十
一
丁
ウ
ラ
）

一
、
宇
布
絹
ト
者
、
天
竺
テ
漢カ
ン

駄ダ

ト
云
者
盗
人
也
。
天
竺
ヲ
追ヲ
ワ

レ
テ

大
唐
ヘ
来
ル
。
又
、
大
唐
ヲ
追
レ
テ
日
本
ヘ
来
ル
。
女
ヲ
一
人
具
シ

テ
来
ル
。
其
レ
美
女
也
。
彼
ノ
女
ヲ
八
幡
太
郎
ニ
進
ス
ル
ニ
依
テ
、

ム
コ
引
出
物
ニ
宇
布
絹
ヲ
八
幡
太
郎
ヘ
奉
ル
。
而
シ
テ
平
氏
出
張
シ

テ
源
氏
ヲ
滅
ス
時
ニ
、
平
氏
彼
ノ
冑カ
ブ
トヲ

取
テ
重
宝
ト
シ
テ
清キ
ヨ

盛モ
リ

持
レ
ス

之
ヲ

。
清
盛
ノ
女
メ
二
位
ノ
尼
、
八
十
代
高タ
カ

倉ク
ラ
ノ

院
ノ
妃
ト
成
リ
給
時
、

源
氏
出
張
シ
テ
平
氏
ヲ
押ヲ
シ

詰ツ
ム

ル
時
、
二
位
ノ
尼ア
マ

、
八
十
一
代
安
徳
ヲ

具
シ
テ
鎮チ
ン

西
ヘ
迯ニ

ゲ
給
時
、
三
種
ノ

神
祇
ヲ
取
テ
迯
ル
。
シ
ン
シ
ヲ
ハ

尼
持
レ

之
、
宝
剣
ヲ
ハ
王
子
持
給
、
内
侍
処
ヲ
バ
メ
ノ
ト
ノ
女
房
持
レ

之
、
源
氏
ノ
兵
ノ
押
詰
時
、
尼
ト
王
子
ハ
左
右
無
ク
海
ニ
入
、
女
房

ノ
入
海
ノ
時
、
裳モ
ス
ソヲ

船
ニ
射イ

付
テ
見
ル
ニ
、
内
侍
処
見
ヘ
タ
リ
。
依

テ
海
底
ヲ
尋
見
ル
ニ
、
シ
ン
シ
計
有
リ

。
宝
剣ケ
ン

ト
鎧
ヨ
ロ
イ

無
レ
ニ

之
依
テ
、

日
本
ニ
失ウ
セ

タ
リ
。
彼
ノ

太
子
出
雲
国
ヒ
ノ
川カ
ハ

上カ
ミ

ノ
大
蛇
ニ
成
、
村ム
ラ

雲ク
モ
ノ

剣
モ
三
種
ノ
内
ノ
宝
剣
也
。
彼
ノ

大
蛇
太
子
安
徳
ト
成
テ
取
タ
ル
ヲ
、

素ソ

戔サ
ノ

烏ヲ

ノ
尊
ミ
コ
ト

大
蛇
ヲ
退
治
シ
取
還カ
ヘ
シ

給
フ

ト
云
云

。

　

天
竺
・
大
唐
を
追
わ
れ
、
日
本
に
逃
げ
た
盗
人
・
漢
駄
は
、
娘
を
八
幡

太
郎
（
源
義
家
）
に
嫁
が
せ
る
。
こ
の
際
に
婿
引
出
物
と
し
て
献
上
し
た

五
、
宇
布
絹
の
鎧
─
説
話
の
取
り
込
み
と
位
置
づ
け

　
『
簠
簋
抄
』
下
冊
末
尾
に
は
「
五
帝
龍
王
戦

タ
ヽ
カ
ヒ

之
事
」
と
題
さ
れ
た
記

事
が
あ
り
、
盤
古
大
王（

（3
（

の
子
息
で
あ
る
五
帝
龍
王
間
の
争
い
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
五
帝
龍
王
戦
タ
ヽ
カ
ヒ

之
事
」
の
項
目
自
体
は
『
簠
簋
内
伝
』
に
は
見

え
な
い
が
、
盤
古
大
王
や
五
帝
龍
王
は
、
巻
第
二
冒
頭
で
言
及
さ
れ
て
い

る
。
天
地
の
区
別
が
無
か
っ
た
混
沌
の
世
界
を
開
闢
し
た
の
が
盤
古
大
王

で
、
そ
の
五
人
の
子
息
で
あ
る
五
帝
龍
王
は
四
季
を
支
配
し
、
五
帝
龍
王

の
子
息
た
ち
が
十
干
や
十
二
支
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。

　
『
簠
簋
抄
』「
五
帝
龍
王
戦
タ
ヽ
カ
ヒ

之
事
」
で
は
、
所
領
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
末
妹
の
黄
帝
黄
龍
王
が
、
兄
の
四
王
子
を
相
手
に
起
こ
し
た
戦
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
。
互
い
の
眷
属
を
巻
き
込
ん
だ
戦
は
熾
烈
を
極
め
、
惨

状
を
見
か
ね
た
帝
釈
天
が
文
選
博
士
を
遣
わ
し
て
占
わ
せ
る
。
文
選
博
士

の
占
い
に
よ
り
、
四
人
の
兄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
十
八
日
が
、
四
季
の
土
用
と

し
て
黄
帝
黄
龍
王
に
分
け
与
え
ら
れ
、
加
え
て
三
年
に
一
度
の
閏
月
も
黄

帝
黄
龍
王
が
治
め
る
こ
と
と
な
り
、
和
睦
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
、

黄
帝
黄
龍
王
か
ら
文
選
博
士
に
四
土
用
か
ら
三
日
ず
つ
が
贈
ら
れ
、
こ
れ

が
間
日
と
な
っ
た
と
い
う（

（3
（

。

　

こ
の
記
事
に
は
、
黄
帝
黄
龍
王
に
は
、
盤
古
大
王
か
ら
五
つ
の
宝
物
が

与
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
。「
八
尺
ノ
懸カ
ケ

帯ヲ
ヒ

花ハ
ナ

形カ
タ

」、「
五
尺
ノ
髪
」、「
八

花
形
ノ
唐
ノ
鏡カ
ヽ
ミ」、「
眉ミ

間ケ
ン

赤シ
ヤ
クノ
剣ケ
ン

」、そ
し
て
「
初
生
衣
ノ
鎧ヨ
ロ
ヒ」
で
あ
る
（
な

お
、こ
れ
ら
の
宝
物
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、一
部
の
伝
本
の
み
だ
が
、『
簠

簋
内
伝
』
巻
二
の
「
七
箇
善
日
」
に
も
見
え
る
）。「
初
生
衣
ノ
鎧
」
は
お
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の
が
宇
布
絹
の
鎧
で
あ
る
。
こ
う
し
て
源
氏
が
手
に
入
れ
た
宇
布
絹
の
鎧

だ
が
、
そ
の
後
、
平
清
盛
の
手
に
渡
る
。
し
か
し
平
家
が
滅
亡
に
追
い
込

ま
れ
、
安
徳
天
皇
入
水
の
時
、
宝
剣
と
共
に
宇
布
絹
の
鎧
は
日
本
か
ら
失

わ
れ
た
と
い
う
。
黄
帝
黄
龍
王
、
引
い
て
は
盤
古
大
王
の
鎧
が
、
盗
人
の

手
を
経
て
源
平
家
を
転
々
と
す
る
と
い
う
、
な
ん
と
も
突
拍
子
も
無
い
話

で
あ
る
。

　

安
徳
天
皇
が
八
岐
大
蛇
の
化
身
で
あ
り
、
宝
剣
を
取
り
返
し
て
海
底
に

帰
っ
た
と
い
う
説
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
見
え（

（3
（

、『
簠
簋
抄
』
も
こ
う

し
た
言
説
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
簠
簋
抄
』
の
書
き
方

で
は
剣
を
取
り
返
し
た
大
蛇
を
、
更
に
そ
の
後
で
素
戔
嗚
が
退
治
し
て
剣

を
取
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　

さ
て
、
右
の
話
は
、
管
見
の
限
り
他
書
に
類
話
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
産
衣
（
ウ
ブ
ギ
ヌ
）
と
呼
ば
れ
る
鎧
の
こ
と
は
、
軍
記
物
語
な

ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
半
井
本
『
保
元
物
語（

（3
（

』
上
巻
「
新
院
、
為
義
ヲ
召

サ
ル
ル
事
」
で
は
、「
月
数
」
や
「
日
数
」
を
始
め
と
し
た
源
氏
相
伝
の

八
両
の
鎧
の
内
の
一
つ
と
し
て
「
元
太
ガ
ウ
ブ
ギ
ヌ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、金
刀
比
羅
本
『
平
治
物
語（

（3
（

』
上
巻
「
源
氏
勢
汰
へ
の
事
」
で
は
、「
元

太
が
産
衣
」
の
表
記
で
頼
朝
が
着
用
し
た
鎧
と
し
て
描
か
れ
る
。
太
刀
の

髭
切
と
と
も
に
、
代
々
嫡
男
が
受
け
継
ぐ
「
こ
と
に
秘
蔵
」
の
武
具
で
あ

り
、
本
来
で
あ
れ
ば
悪
源
太
（
義
平
）
に
譲
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、「
末

代
大
将
」
と
見
ら
れ
た
頼
朝
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
。『
平
治
物
語
』
に
は
、

名
の
由
来
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鎧
は
、
八
幡
殿
（
義
家
）
が
二
歳
の

と
き
、
院
か
ら
参
内
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
き
に
着
け
た
鎧
で
あ
り
、

義
家
の
幼
名
が
元
太
で
あ
っ
た
た
め
、
元
太
が
産
衣
と
呼
ば
れ
る
の
だ
と

い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
源
氏
重
用
の
鎧
だ
っ
た
が
、
源
氏
敗
走
の
際
に
は
、
他
の

鎧
と
と
も
に
雪
の
中
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
る
。（
中
巻
「
義
朝
奥
波
賀
に
落

ち
着
く
事
」）

　

ま
た
、
名
の
由
来
に
つ
い
て
、『
義
経
記（

（4
（

』（
巻
第
一
「
吉
次
が
奥
州
物

語
」）
で
は
少
し
違
っ
た
説
を
載
せ
る
。
義
家
の
父
・
頼
義
は
、
安
倍
貞

任
討
伐
を
命
じ
ら
れ
る
も
手
を
焼
き
、
十
三
歳
に
な
る
息
子
・
源
太
を
代

わ
り
に
大
将
と
し
た
。
急
ぎ
八
幡
宮
で
元
服
の
儀
が
行
わ
れ
、
源
太
は
義

家
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
に
下
賜
さ
れ
た
鎧
が
「
源
太
の
産

衣
」
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
他
に
も
産
衣
の
名
は
、『
源
平
盛
衰
記
』（
巻

第
十
六
）、『
異
制
庭
訓
往
来
』、『
運
歩
色
葉
集
』
や
舞
曲
「
伊
吹
」
に
も

見
え
、
中
世
に
お
い
て
、
源
氏
重
代
の
鎧
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る（

（4
（

。

　
『
平
治
物
語
』
と
『
義
経
記
』
と
で
は
異
な
る
由
来
譚
を
採
用
し
て
い

る
が
、「
産
衣
」
の
名
の
通
り
、
幼
年
期
の
義
家
が
着
け
た
鎧
と
言
う
点

で
は
共
通
し
て
お
り
、『
簠
簋
抄
』
の
「
二
三
歳
ノ
人
着
テ
モ
似
合
鎧
」

と
い
う
説
明
と
も
通
じ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

ま
た
、「
元
太
が
産
衣
」
は
、
京
都
大
学
国
史
研
究
所
蔵
『
保
元
物
語
』

や
、『
義
経
記
』
の
異
本
で
あ
る
、
天
理
大
学
図
書
館
蔵
本
『
義
経
双
紙
』

で
は
「
く
わ
ん
た
か
う
ふ
き
ぬ
」、舞
曲
「
伊
吹
」
で
は
「
か
ん
だ
が
産
衣
」

と
も
記
さ
れ
る
。『
簠
簋
抄
』に
現
れ
る
盗
人
・
漢
駄（
カ
ン
ダ
）と
は
、「
カ
ン

ダ
ガ
ウ
ブ
ギ
ヌ
」
と
い
う
音
か
ら
後
付
け
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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残
念
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
こ
の
考
え
を
裏
付
け
る
材
料
は
無
い
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、『
簠
簋
抄
』
で
は
、
盤
古
大
王
の
宝
物
で
あ
る
宇
布
絹
の

鎧
が
源
氏
や
平
氏
の
重
宝
で
あ
り
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
叢
雲
の

剣
と
も
同
等
の
価
値
を
持
つ
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
宇
布
絹
の
鎧

の
価
値
を
、
ひ
い
て
は
盤
古
大
王
の
威
光
を
、
源
平
の
武
具
や
、
叢
雲
の

剣
で
担
保
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、『
簠
簋
内
伝
』

編
纂
に
お
い
て
、
編
者
を
晴
明
に
仮
託
し
、
ま
た
、
晴
明
を
真
備
の
後
胤

と
位
置
づ
け
た
の
と
同
じ
原
理
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
自
説

の
展
開
に
あ
た
り
、
既
に
評
価
が
確
立
し
た
存
在
と
多
少
無
理
が
あ
っ
て

も
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
を
保
証
し
よ
う
と
す
る
の
が
、『
簠

簋
内
伝
』
や
『
簠
簋
抄
』
の
編
纂
態
度
だ
と
言
え
よ
う
か
。

結
語

　

以
上
、
四
つ
の
記
事
を
通
し
て
、『
簠
簋
抄
』〈
本
篇
〉
の
説
話
を
見
て

き
た
。『
簠
簋
抄
』
に
は
、
中
世
末
ま
で
に
流
布
し
て
い
た
多
彩
な
説
話

や
知
識
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
取
り
込
み
方
は
様
々
で
、「
金
烏
」
の

よ
う
に
、『
直
談
鈔
』
等
の
直
談
系
法
華
経
注
釈
書
か
ら
ほ
ぼ
引
き
写
し

さ
れ
た
よ
う
な
記
事
が
あ
る
一
方
で
、「
魚
養
」
の
よ
う
に
、『
簠
簋
内
伝
』

注
釈
に
沿
う
形
で
変
更
さ
れ
、
中
世
の
断
片
的
な
知
識
や
言
い
回
し
が
加

え
ら
れ
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
説
話
が
多
い
一
方
で
、「
蛇
毒
気
神
」
の
よ
う
な
陰
陽

道
の
神
々
に
関
す
る
話
や
、「
宇
布
絹
の
鎧
」
の
よ
う
な
『
簠
簋
抄
』
独

自
の
説
話
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
同
時
代
の
説
話
の
モ
チ
ー

フ
や
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
『
簠
簋
内
伝
』

注
釈
に
沿
う
形
で
手
が
加
え
ら
れ
、
本
来
は
無
関
係
だ
っ
た
話
題
と
も
結

び
つ
け
ら
れ
て
、
独
特
の
展
開
を
と
げ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
中
世
末
ま
で
に
類
話
や
関
係
記
事
が
見
ら
れ
る
説
話
を
検

討
し
た
が
、『
簠
簋
抄
』
に
は
、近
世
以
降
に
展
開
が
見
ら
れ
る
説
話
（
十
二

支
寅
［
件
（
く
だ
ん
）］
等
）
や
、現
時
点
で
出
自
が
全
く
不
明
な
記
事
（
帰

亡
往
亡
之
事
［
石
砕
と
鉄
破
の
相
撲
］
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
よ
り
広

い
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
中
世
か
ら
近
世
の

過
渡
期
に
成
立
し
た
『
簠
簋
抄
』
の
、
説
話
集
と
し
て
の
幅
の
広
さ
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）	『
簠
簋
』、『
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』、『
金
烏
玉
兎
集
』、『
簠
簋
袖
裡
伝
』

な
ど
と
も
。『
簠
簋
内
伝
』
諸
本
及
び
校
訂
は
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の

研
究　

増
補
版
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
2
）	

渡
辺
守
邦
「『
簠
簋
抄
』
以
前
─
狐
の
子
安
倍
の
童
子
の
物
語
─
」（「
国

文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
一
四
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）

（
3
）	「
清
明
伝
承
の
成
立　
『
簠
簋
抄
』
の
「
由
来
」
の
章
を
中
心
に
」（「
国
語

と
国
文
学
」
六
一
巻
二
号
、一
九
八
四
年
二
月
）、「『
簠
簋
抄
』
の
諸
本
」（「
実

践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
三
五
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）、「『
簠
簋
抄
』
の

諸
本
・
補
遺
」（
前
同
三
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）、「『
簠
簋
抄
』
以
前
・

補
注
」（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
『
近
世
の
説
話　

説
話
論
集　

第
四
集
』、

一
九
九
五
年
）、「『
簠
簋
抄
』
を
修
訂
す
る
」（「
実
践
国
文
学
」
九
八
号
、
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二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）

（
4
）	
小
池
淳
一
「
昔
話
の
あ
ら
わ
れ
か
た　
「
絵
姿
女
房
」「
海
老
と
大
鳥
」
に

関
す
る
中
世
資
料
」（「
津
軽
の
民
話
」
第
九
号
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）、
徳

田
和
夫「
絵
画
と
唱
導
芸
能　

和
泉
式
部
の
熊
野
詣
で
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」（
天

野
文
雄
編
『
芸
能
伝
承
の
世
界
』
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
第
六
巻
、
三
弥
井

書
店
、一
九
九
九
年
）、増
尾
伸
一
郎
「〈
文
選
博
士
〉
考 

」（
小
峯
和
明
編
『
漢

文
文
化
圏
の
説
話
世
界
』、
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）、
小
池
淳
一
「
龍
王
た

ち
の
行
方　

陰
陽
道
「
神
話
」
の
唱
道
性
」（
林
雅
彦
・
小
池
淳
一
編
『
唱
導

文
化
の
比
較
研
究
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
渡
瀬
淳
子
「
韓
憑
故
事

の
受
容
と
変
容
」（『
室
町
の
知
的
基
盤
と
言
説
形
成　

仮
名
本
『
曽
我
物
語
』

と
そ
の
周
辺
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
榎
村
寛
之
「「
件
（
く
だ
ん
）」

の
成
立　

近
世
の
古
代
的
言
説
「
近
世
的
神
話
」
の
中
で
」（
東
ア
ジ
ア
恠
異

学
会
編
『
怪
異
学
の
地
平
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

（
5
）	

深
沢
徹
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊　

第
三
巻
』（
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
四

年
）
所
収

（
6
）	

本
稿
で
は
彦
根
城
博
物
館
琴
堂
文
庫
蔵
本
を
使
用
。
龍
谷
大
学
な
ど
で
も

所
蔵
が
あ
り
、
東
北
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://w

w
w

.
i-repository.net/il/m

eta_pub/G0000398tuldc　

二
〇
二
一
年
八
月

三
一
日
確
認
）
で
公
開
。

（
7
）	

渡
辺
「『
簠
簋
抄
』
の
諸
本
」（
3
）
前
掲

（
8
）	

写
本
の
存
在
は
不
明
。
慶
長
十
七
年
頃
写
と
さ
れ
る
も
の
が
昭
和
四
七
年

一
月
三
越
デ
パ
ー
ト
開
催
の
反
町
弘
文
荘
蒐
集
古
典
籍
逸
品
稀
書
展
示
即
売

会
の
目
録
な
ど
に
見
え
る
も
の
の
、
実
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）	『
簠
簋
内
伝
』
で
は
、
釈
迦
の
成
道
正
覚
の
日
と
説
明
す
る
が
、『
簠
簋
抄
』

で
は
、
熊
野
詣
で
の
熊
野
詣
で
中
に
月
の
障
り
に
見
舞
わ
れ
た
女
房
と
熊
野

権
現
と
の
歌
の
交
換
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	『
淮
南
子　

上
』（
新
釈
漢
文
大
系
五
四
、
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
）

（
11
）	『
三
宝
絵　

注
好
選
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
一
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
）

（
12
）	『
今
昔
物
語
集　

二
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
四
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）

（
13
）	『
唐
鏡
』（
古
典
文
庫
二
一
七
、
古
典
文
庫
、
一
九
六
五
年
）

（
14
）	『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）

（
15
）	『
法
華
経
直
談
鈔
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）

（
16
）	

渡
辺
（
2
）
前
掲

（
17
）	

続
群
書
類
従
本
で
は
「
蛇
毒
神
天
王
」、『
簠
簋
抄
』
で
は
「
蛇
毒
鬼
」・「
蛇

毒
鬼
神
」
と
表
記
。

（
18
）	

山
本
ひ
ろ
子
『
異
神
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
五
一
九
頁

（
19
）	

村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』（
塙
書
房
、一
九
八
一
年
）
三
四
三
頁
、

上
野
奈
々
子
「『
神
道
集
』
に
お
け
る
「
蛇
毒
気
神
」
に
つ
い
て
」（「
論
輯
」

三
八
号
、
駒
澤
大
学
大
学
院
国
文
学
会
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）

（
20
）	『
神
道
集
』（
神
道
大
系　

文
学
編
一
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
）

（
21
）	
上
野
（
19
）
前
掲

（
22
）	
山
本
（
18
）
前
掲
、
五
二
四
頁

（
23
）	

小
峯
和
明
「『
釈
迦
の
本
地
』
と
仏
伝
の
世
界
」（
小
林
保
治
監
修
『
中
世

文
学
の
回
廊
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
イ
メ
ー
ジ
の
回
廊
7　
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摩
耶
と
マ
リ
ア
の
授
乳
」（「
図
書
」
七
六
一
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年

七
月
）

（
24
）	
般
沙
羅
王
の
后
と
卵
か
ら
生
ま
れ
た
五
百
人
の
息
子
の
話
（『
倶
舎
論
記
』

（
巻
八
、
大
正
四
一
・
一
五
五
ｂ
）
や
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
五
・
六
））、
蓮

華
夫
人
、
鹿
女
夫
人
の
話
（『
六
度
集
経
』（
巻
三
・
二
三
、
大
正
三
・
一
四
ａ
）、

『
雑
宝
蔵
経
』（
巻
一
・
八
～
九
、大
正
四
・
四
五
一
ｃ
（
八
）、四
五
二
ｂ
（
九
））、

『
大
唐
西
域
記
』（
巻
七
、
大
正
五
一
・
九
○
八
ｃ
）、『
神
道
集
』（
巻
第
六
・

三
十
三
「
三
嶋
之
大
明
神
之
事
」）
な
ど
。
小
峯
（
23
）
前
掲
、
趙
ウ
ネ
「
民

間
伝
承
に
お
け
る
「
鹿
女
夫
人
」
説
話
の
展
開
」（
小
峯
和
明
監
修
『
宗
教
文

芸
の
言
説
と
環
境
』〈
シ
リ
ー
ズ
〉
日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
三
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
七
年
）。

（
25
）	

小
峯
和
明『
遣
唐
使
と
外
国
神
話　
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』を
読
む
』（
シ

リ
ー
ズ
〈
本
と
日
本
史
〉
②
、
集
英
社
、
二
〇
一
八
年
）

（
26
）	『
宇
治
拾
遺
物
語　

古
本
説
話
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
二
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
〇
年
）

（
27
）	

小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
五
〇
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
頭
注
な
ど

（
28
）	『
続
日
本
紀
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
二
、国
史
大
系
刊
行
会
、一
九
三
五
年
）

（
29
）	『
古
代
中
世
藝
術
論
』（
日
本
思
想
大
系
二
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）

（
30
）	

藤
田
經
世
編
『
校
刊
美
術
史
料 

寺
院
篇 

上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
二
年
）

（
31
）	『
醒
睡
笑
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
書
承
関
係
に
つ
い
て
は
、岡
雅
彦
「
醒

睡
笑
と
宇
治
拾
遺
物
語
」（「
玉
藻
」
第
五
号
、一
九
六
九
年
七
月
）
に
詳
し
い
。

（
32
）	

阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集
（http://m

ahoroba.lib.nara-w
u.

ac.jp/y05/　

二
〇
二
一
年
八
月
三
一
日
確
認
）
で
公
開
。

（
33
）	『
入
木
道
三
部
集 

附
・
本
朝
能
書
伝
』（
岩
波
文
庫
七
七
九
、
岩
波
書
店
、

一
九
三
一
年
）

（
34
）	

宮
川
光
司
「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
と
そ
の
ル
ー
ツ
（
Ⅴ
）　
「
子
は
三
界

の
首
枷
」
考
」（「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
（
人
文
科
学
篇
）」
四
〇
号
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
35
）	『
簠
簋
内
伝
』
で
は
「
盤
牛
王
」、『
簠
簋
抄
』
で
は
「
盤
牛
」。

（
36
）	『
注
好
選
』（
第
八
六
「
文
選
は
争
を
止
め
き
」）
や
、『
続
教
訓
抄
』（
巻

第
八「
五
行
王
相
死
因
老
事
」）、『
体
源
抄
』（
巻
第
十
二「
王
相
死
因
老
ノ
事
」）、

『
八
帖
花
伝
書
』（
巻
第
二
第
七
五
条
）
の
書
に
も
類
話
が
見
え
る
。
増
尾

（
4
）
前
掲

（
37
）	

延
慶
本
注
釈
の
会
編『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈 

第
六
本
巻
十
一
』「
十
九　

霊
剣
等
事
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

（
38
）	『
保
元
物
語　

平
治
物
語　

承
久
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
三
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
二
）

（
39
）	『
保
元
物
語　

平
治
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
一
、
岩
波
書
店
、

一
九
三
一
年
）

（
40
）	『
義
経
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
41
）	
岡
見
正
雄
校
注
『
義
経
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
七
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
年
）
補
注
巻
一
・
二
八
、鈴
木
彰
『
平
家
物
語
の
展
開
と
中
世
社
会
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
第
三
部
第
一
編
注
八
一

（
な
か
の
・
え
い
す
け
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
）


